
自己紹介
私は親戚の影響で手に職を付ければ安泰という言

葉を信じ工業高校、工業大学へと進み土木の専門分
野を学びました。
卒業後は地崎道路株式会社へ入社。その後 23年

間は現場監督として、空港施設や自衛隊施設、高速
道路建設工事などの巨大インフラ施設や店舗や民家
の駐車場舗装など様々な現場を担当してきました。
現場監督として務めるには施工管理系の資格取得

が必須で参考書や講習会での勉強、先輩社員のアド
バイスを聞きながら資格取得を目指しました。
施工管理系の資格は国家資格である土木・建築系

や造園・管工事系のほか、舗装系や空港・港湾系の
民間資格と様々なものがあり、仕事上必要なものは
取得してきました。

受験のきっかけ
入社以来、現場監督として勤務していましたが、

2019 年より ICT 推進課を兼務することになり主
に ICT 施工に関する業務や現場支援の業務をして
います。また、地崎道路では産学共同研究を行って
おり、担当者として研究活動を通じ多くの研究者の
方々とお会いし、意見交換の機会を得ることができ
ました。その結果、社会実装など研究成果に繋げる
ことができたことは私自身の知識の習得となり大き
な刺激を受けました。
そしてお会いした多くの方々が技術士の有資格者

であり言葉の重みや影響力、又交わす名刺の中に技
術士と書いているだけで信頼関係を早期に築くこと
ができるのを肌で感じ、私も同じ仲間になりたいと
感じ 46歳にして技術士取得を目指すことを決意し
ました。

受験体験
私の場合は恐らく資格取得に関して他の方々より

も恵まれた環境にあったと思います。技術士取得に
際しては会社全体でバックアップしていただきまし
た。共に技術士資格取得を目指す社員を募り、技術
士資格取得の講座を社内で開催してくれました。
講座は一人で勉強するのとは違いモチベーション

の確保、過去の問題を各自に割当て解答し皆の前で
発表するなどの講座を月 2、3回程度行いました。
仲間同士の勉強は学生時代を思い出し、一次試験が
終わった後は学生当時の試験後の解放感と達成感を
感じ、清々しい気分になりました。
もちろん社内講座の他に、一次試験の 3ヶ月ほど

前から、昼食を簡単に済ませ昼休み 50 分程度、1
時間早起きをして過去の問題を繰り返し解き、日課
となるよう継続的に行いました。とにかく 30分で
も 1 時間でもいいので日常的に勉強することが大
切であると思われます。

今後の目標
技術士の方々との交流や一次試験の勉強を通じて

物事の考え方や見方そして捉え方が時代とともに変
化する中で技術者としての倫理観を意識するように
なり、自分としても倫理感の変化を強く感じていま
す。
社内の技術士取得講座は今年度も引き続き開催さ

れることが決まり、参加者数も昨年より増え技術士
取得の機運が高まっていますが、難関である二次試
験はそう簡単に合格できないのは重々わかっていま
す。同じ目的を持つ仲間と共に自己研鑽に努め、二
次試験の勉強は自分を啓発・成長させる手段と考え
て努めていきます。
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